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今月のおもな内容
健全化判断比率と資金不足比率を公表します……②
市営住宅入居者募集…………………………③
年金に関する大切なお知らせ…………………④
11月は納税推進強化月間………………………⑥
インフルエンザ予防接種のお知らせ…………⑬
家庭の粗大ごみ収集……………………………⑲
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平
成
２４
年
度
決
算
に
基
づ
く
本
市
の
各

指
標
は
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
り
ま
し
た
。                                                       

ま
た
、
２３
年
度
決
算
に
基
づ
く
比
率
と

比
較
し
ま
す
と
、
実
質
公
債
費
比
率
に
つ

い
て
は
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
、
将
来
負
担
比

率
に
つ
い
て
は
１１
・
５
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ

れ
ま
し
た
。

○
実
質
赤
字
比
率
…
一
般
会
計
な
ど
を
対

象
と
し
た
実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率

○
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
全
会
計
を
対
象

と
し
た
実
質
赤
字
ま
た
は
資
金
不
足
額
の

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

○
実
質
公
債
費
比
率
…
一
般
会
計
な
ど
が

負
担
す
る
元
利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還

金
の
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
に

対
す
る
比
率

○
将
来
負
担
比
率
…
一
般
会
計
な
ど
が
将

来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準
財

政
規
模
を
基
本
と
し
た
額
に
対
す
る
比
率

○
資
金
不
足
比
率
…
一
般
会
計
な
ど
の
実

質
赤
字
額
に
あ
た
る
公
営
企
業
会
計
ご
と

の
資
金
の
不
足
額
の
事
業
の
規
模
に
対
す

る
比
率

※
標
準
財
政
規
模
と
は
、
地
方
公
共
団
体

の
標
準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
経
常
的
な
一
般
財
源
の
額
を
示
し

ま
す
。

財
政
課
財
政
班
☎（
２４
）５
２
１
３

問問

健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比

率指
標
の
内
容 健

全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

平
成
２４
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を

公
表
し
ま
す
。

こ
の
比
率
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
が
健
全
で
あ
る
か

ど
う
か
を
表
す
指
標
と
し
て
、｢

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律｣

に
基
づ
き
毎
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
計
算
し
公
表
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率については、実質赤字額、連結実質赤字額がないため、
　「－」と表示しています。
※｢早期健全化基準｣や｢財政再生基準｣以上になると、それぞれ｢財政健全化計画｣や｢財政
　再生計画｣の策定が必要となり議会の議決も必要となります。

※いずれの会計も資金不足額がないため、「－」と表示しています。
※経営健全化基準以上になると、公営企業会計ごとに経営健全化計画の策定が必要になり、
　議会の議決も必要となります。

◆健全化判断比率 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：％）

◆資金不足比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  （単位：％）

指 　 標 　 名 24 年 度 決 算
に基づく比率

23 年度決算に
基 づ く 比 率

早 期 健 全 化
基 　 　 　 準

財 政 再 生
基 　 　 準

実 質 赤 字 比 率 － － 12.69 20.0

連結実質赤字比率 － － 17.69 30.0

実 質 公 債 費 比 率 14.9 16.3 25.0 35.0

将 来 負 担 比 率 87.6 99.1 350.0

会　計　名 24 年 度 決 算 に
基 づ く 比 率

23 年 度 決 算 に
基 づ く 比 率

経 営 健 全 化
基 　 　 　 準

農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計

－ － 20.0

下 水 道 事 業
特 別 会 計

－ － 20.0

山 都 簡 易 水 道 事 業
等 特 別 会 計

－ － 20.0

高 郷 簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計

－ － 20.0

水 道 事 業 会 計 － － 20.0

24年度
財　政
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

入
居
資
格

入
居
資
格
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
建
設

課
建
築
住
宅
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
世
帯
の
収
入
が
「
公
営
住
宅
法
の
収
入

基
準
」
に
示
す
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ

と
。

○
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

○
持
ち
家
が
な
い
こ
と
。
ま
た
、
親
な
ど

の
名
義
の
持
ち
家
で
あ
る
が
、
納
税
義
務

者
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

○
入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
の
中

に
暴
力
団
員
が
い
な
い
こ
と
。

申
込
受
付
期
間
・
時
間

１１
月
１
日（
金
）か
ら
１４
日（
木
）ま
で
の

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）。
火
曜
日
と
金
曜
日

は
本
庁
３
階
建
設
課
で
午
後
７
時
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

※
今
回
の
募
集
で
入
居
決
定
者
が
い
な
い

住
宅
に
つ
い
て
は
、
１２
月
３
日（
火
）か
ら

来
年
１
月
１０
日（
金
）ま
で
の
間
、
随
時
入

居
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。た
だ
し
、

そ
の
住
宅
の
申
し
込
み
が
あ
り
次
第
、
受

け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
方
法

建
設
課
建
築
住
宅
係
お
よ
び
各
総
合
支

所
建
設
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

住
宅
の
困
窮
度
か
ら
な
る
選
考
基
準

と
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

公
開
抽
選
予
定
日

１２
月
２
日（
月
）

入
居
開
始
予
定
日

１２
月
１６
日（
月
）

建
設
課

建
築
住
宅
係
☎（
２４
）
５
２
４
６

ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

市
で
は
、
５
月
・
８
月
・
11
月
・
２
月
の
年
４
回
、
市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
募
集
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※No2～8、10（No.の網かけ部分）は、単身での入居はできません。
◆住宅の所在地
一ノ堰団地（豊川町一井字間々ノ上）
菅井団地（豊川町一井字下川原）
大荒井団地（松山町大飯坂字下川端）家ノ下団地（塩川町窪字家ノ下）御殿場団地（塩川町御殿場五丁目）

◆高齢者・障がい者世帯向け住宅

№ 住　宅　名 号 構　造 間　取　り 家　賃

１ 一ノ堰団地
10号棟

1014号
（1階）

耐火構造
3階建て

3DK（6畳2間、4畳半1間）・
水洗

14,200円～
27,800円

2 菅井団地
2号棟

201号
（1階）

耐火構造
4階建て

3DK（6畳2間、4畳半1間）・
水洗

15,800円～
31,000円

3 菅井団地
2号棟

210号
（1階）

耐火構造
4階建て

3DK（6畳2間、4畳半1間）・
水洗

15,800円～
31,000円

4 御殿場団地
15棟

101号
（1階）

耐火構造
3階建て

2LDK（6畳1間、6洋1間）・
水洗

20,200円～
39,600円

問問
申申

◆一般住宅

№ 住　宅　名 号 構　造 間　取　り 家　賃

5 菅井団地
2号棟

209号
（1階）

耐火構造
4階建て

3DK（6畳2間、4畳半1間）・
水洗

15,800円～
31,000円

6 大荒井団地
1号棟

134号
（3階）

耐火構造
4階建て 3LDK（6畳2間、洋5）・水洗 22,800円～

44,800円

7 大荒井団地
2号棟

241号
（4階）

耐火構造
4階建て 3LDK（6畳2間、洋5）・水洗 23,500円～

46,200円

8 大荒井団地
5号棟

543号
（4階）

耐火構造
5階建て 2LDK（6畳1間、洋5）・水洗 22,900円～

45,000円

9 家ノ下団地
49棟 5号 簡易耐火構造

2階建て 3K（6畳、4畳半、3畳）・汲取り 9,300円～
17,100円

10 御殿場団地13棟
302号
（3階）

耐火構造
3階建て 3LDK（6畳2間、6洋1間）・水洗 24,000円～

47,200円
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平成25年10月分からの年金額の改定について

年
金
に
関
す
る
大
切
な
お
知
ら
せ

　現在の年金額は、過去に物価が下落したにもかかわらず、 年金額を据え置いたことで、本

来の水準よりも2.5%高い水準（特例水準）となっています。

　平成24年の法律改正で、平成25年10月、平成26年4月および平成27年4月に段階的に特例

水準を解消することにより、年金財政の改善を図るとともに、将来の受給者となる若い世代

にも考慮して、世代間の公平を図ることとなりました。

　このため、平成25年10月分以降の年金額は、4月から9月までの額から、マイナス1.0%の

改定が行われます。

　今後の解消のスケジュールは、平成26年4月マイナス1.0%、平成27年4月マイナス0.5%を

予定しています（物価・賃金が上昇した場合には、引き下げ幅は縮小します）。

　現在の年金額は、平成12年度から平成14年度にかけ

て、物価下落にもかかわらず、年金額を据え置いたこ

とで、法律が本来想定している水準（本来水準）よりも

2.5%高い水準（特例水準）となっています。

　そのため、平成24年11月に法律改正が行われ、現役

世代（将来の年金受給者）の将来の年金額の確保につな

げ、世代間の公平を図るために、平成25年10月分以降

の年金額は、4月から9月までの額から、マイナス1.0%

の改定が行われます。

　改定後の年金額は、年金額改定通知書でお知らせし

ます。

　年金額改定通知書は、12月13日の支払いに向け、原

則として、年金振込通知書と一体となったお知らせ（ハ

ガキ）で、12月4日以降に日本年金機構から、順次、年

金受給者に送付されます。

改定後の年金については、平成25年12月（10月分、11

月分）に振り込まれます。

 会津若松年金事務所 ☎0242（27）5321問問
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国民年金保険料を納めている方国民年金保険料を納めている方

年金を受給している方へ

国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において、全額が社会保険料控除の対象となり

ます。その年の1月1日から12月31日までに納付した保険料が対象です。

この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が義務付けられて

います。

このため、平成25年1月1日から9月30日までの間に国民年金保険料を納付された方については、

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が11月上旬に日本年金機構本部から送付されますの

で、年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（または領収証書）を添付してください。

また、平成25年10月1日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方

については、翌年の2月上旬に送付されます。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表示

されている専用ダイヤルにお問い合わせください。

なお、紛失などによる再発行は市役所ではできません。ご注意ください。

◆控除証明書専用ダイヤル☎0570（070）117（ナビダイヤル）

※050から始まる電話（IP電話など）または070で始まる電話（PHS）でおかけになる場合は03（6700）

1130におかけください。

◆受付期間　平成25年11月1日（金）～平成26年3月14日（金）

◆受付時間　○月曜日　　 午前8時30分～午後7時

　　　　　○火～金曜日 午前8時30分～午後5時15分

　　　　　○第2土曜日 午前9時30分～午後4時

※月曜日が祝日の場合は、火曜日に午後7時まで相談を受け付けします。

祝日、12月29日～1月3日は利用できません。

老齢または退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税および復興特別所得税の課税対

象とされており、年金の支払者である日本年金機構は、年金の支払の際には、所得税を源泉徴収

することが義務付けられています。源泉徴収する際には、各種の控除を受けることができます。

その控除を受ける際には、控除額の算出のために受給者の方から扶養親族等申告書をご提出す

る必要があります。

課税対象となる受給者の方には、毎年11月上旬までに日本年金機構から扶養親族等申告書が

送付されますので、提出期限までに必ず日本年金機構宛に郵送してください。

配偶者や扶養親族がいない方でも、扶養親族等申告書を出せば、公的年金等控除や基礎控除を

受けることができます。

申告書が出ていないときは、申告書を出した場合に比べて、各種控除が受けられないだけでな

く、源泉徴収税率が異なっていることにより、年金から所得税が多く差し引かれることになりま

すのでご注意ください。

問 ねんきんダイヤル☎0570（05）1165

 会津若松年金事務所☎0242（27）5321

平成26年分「扶養親族等申告書」が送付される方

年齢
60～65歳未満 年金額が108万円以上

65歳以上 年金額が158万円以上

問 問
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東北税理士会喜多方支部会員

※「にせ税理士」にご注意ください。

◆
展
示
作
品

○
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
全
品

○
納
税
標
語
優
秀
作
品

○
中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
優
秀
作
品

○
高
校
生
の
税
に
関
す
る
作
文
優
秀
作
品

○
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
優
秀
作
品

○
税
の
標
語
優
秀
作
品

喜
多
方
税
務
署
☎（
２４
）５
０
５
０

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店
２
階
特

設
会
場
及
び
東
北
税
理
士
会
喜
多
方
支

部
会
員
の
各
事
務
所
に
お
い
て
、
税
の

無
料
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

１１
月
１５
日（
金
）午
前
１０
時
〜

午
後
４
時

◆
強
化
月
間
の
取
り
組
み

○
管
理
職
訪
問
徴
収
の
実
施

１１
月
上
旬
に
、
市
役
所
、
各
総
合
支

所
の
全
管
理
職
、
税
務
、
国
保
担
当
者

が
一
斉
に
滞
納
者
宅
を
訪
問
し
、
市
税

等
の
納
付
を
働
き
か
け
ま
す
。

○
滞
納
処
分
の
強
化

滞
納
者
の
預
貯
金
を
金
融
機
関
で
調

査
し
た
り
、
給
与
を
勤
務
先
に
照
会
し

て
、
差
押
を
行
な
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

税
務
課

税
制
収
納
班

☎（
２４
）５
２
１
９

税
務
署
で
は
、
１１
月
１１
か
ら
１７
日
ま

で
の
１
週
間
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
し
て
、
皆
様
に
税
務
行
政
に
対
す
る

理
解
と
信
頼
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
様
々
な
情
報
を

提
供
し
た
り
、
税
務
行
政
に
対
す
る
ご

意
見
や
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、「
み
ん
な
の
税
の

広
場
」
を
開
催
し
、
将
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
税
に
関
す
る
作
品
の
展
示
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
場
所

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多

方
店
２
階
フ
ロ
ア
―
特
設
会
場

◆
期
間

１１
月
９
日（
土
）〜
１７
日（
日
）

◆
時
間

午
前
１０
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で（
１４
日
は
午
前
中
の
み
）

年
末
調
整
説
明
会
と
青
色
申
告
決
算

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
、
税
務
署
か
ら
ご

案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
指

定
さ
れ
た
日
時
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

喜
多
方
税
務
署
☎（
２４
）５
０
５
０

市
で
は
、
市
税
等
を
納
期
内
に
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
納
税
者
の
方
々
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら

滞
納
整
理
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、特
に
１１
月
を
「
納
税
推
進
強
化
月
間
」

と
位
置
付
け
、
市
税
等
の
納
付
推
進
に

向
け
て
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
納

税
は
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
税
金
の
滞

納
は
社
会
的
信
用
を
失
う
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
納
期
内
に
き
ち
ん
と
納
付

し
ま
し
ょ
う
。

◆
早
め
の
納
税
相
談
を

市
税
等
は
納
期
内
納
付
が
原
則
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
遅
れ
て
し
ま
う
と
い

う
場
合
に
は
、
税
務
職
員
が
納
税
相
談

に
応
じ
ま
す
。
市
税
等
の
滞
納
を
続
け

る
と
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
、
ま
た
、
災
害
等
で
や
む
を
得
な
い

場
合
は
減
免
や
猶
予
の
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
を
推
進
し
て
い
ま
す

納
税
の
た
め
金
融
機
関
等
の
窓
口
ま

で
お
い
で
い
た
だ
く
こ
と
が
難
し
い
方

に
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
を
お
勧

め
し
ま
す
。
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に

も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問問

会員名 会員住所 電話番号

坂内　栄一 喜多方市寺町 22－1300

山口　一郎 喜多方市花園 22－1762

片桐　仁志 喜多方市稲荷宮 22－2055

安西　　順 喜多方市塩川町 27－2454

佐藤万之輔 喜多方市北町 23－1308

長嶋理一郎 喜多方市諏訪 24－4222

川田美緒子 喜多方市東川原田 22－2696

山崎　修己 喜多方市慶徳町 22－4573

結城　兼夫 喜多方市花園 24－2822

小田切善男 喜多方市関柴町 22－5724

○年末調整説明会

11月20日（水）
午前10時～

喜多方プラザ 小ホール
午後１時30分～

○青色申告決算説明会（営業・不動産）

12月5日（木） 午前10時～ 喜多方プラザ　小ホール

○青色申告決算説明会（農業）

12月5日（木） 午後1時30分～

喜多方プラザ

小ホール

旧喜多方の方

12月6日（金）

午前10時～ 塩川町の方

午後1時30分から
熱塩加納町、山都町、

高郷町の方

11
月
は
納
税

推
進
強
化
月
間

問問

年
末
調
整
説
明
会
と

青
色
申
告
決
算
説
明
会

税
の
無
料
相
談

税
を
考
え
る
週
間

問問
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本
市
チ
ー
ム
の
選
手
団
壮
行
会
を
１１
月

１４
日（
木
）午
後
６
時
か
ら
市
保
健
セ
ン
タ

ー
で
行
い
ま
す
。
市
民
を
代
表
し
て
出
場

す
る
選
手
の
皆
さ
ん
に
激
励
を
お
願
い
し

ま
す
。

ふ
く
し
ま
駅
伝
実
行
委
員
会
事
務

局
〔（
公
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会
〕

☎（
２３
）０
７
７
１

本
市
チ
ー
ム
は
、
７
月
よ
り
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
押
切
川

公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
練
習
会
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
大
会
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
士

気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
ナ
ン
バ

ー
と
同
じ
総
合
７
位
以
内
と
「
敢
闘
賞
」

を
目
指
し
大
会
に
参
加
し
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
当
日
、
力
走
す
る
市
チ
ー
ム
の
応

援
団（
６０
人
、
先
着
順
）を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
援
場
所

郡
山
市
、
二
本
松
市
付
近

◆
参
加
費

無
料（
応
援
バ
ス
を
準
備
）

◆
締
め
切
り

１１
月
１１
日（
月
）

◆
出
発
時
間

午
前
７
時
３０
分
予
定

◆
集
合
場
所

押
切
川
公
園
体
育
館
前

※
昼
食
は
各
自
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

 

市
民
応
援
団
員
募
集　

 

選
手
団
壮
行
会　
　

チーム力の成長がカギ…

ム
第25回市町村対抗福島県縦断
駅伝競走大会（ふくしま駅伝）

喜多方市チーム選手団の皆さん（敬称略）
区　　分 氏　　　名
監　　　督 塚原和憲

コ　ー　チ 長澤恵輔、板橋　寛

顧　　　問 野邉晴男

主　　　将 加藤伸治

候
補
選
手（
男
子
）

一　般
大学生
（12人）

加藤伸治、高橋　誠、渡邊　洋
上野幹浩、佐原尚樹、塚原史章
一重嶺太、花見大輔、後藤悠太
大場　悠、若菜優雅、渡部竜太朗

高校生
（9人）

五十嵐聡丈、一重紀仁、生井宏明
菊地久夫、佐藤貴洋、穴澤航太
五十嵐吏、佐藤拓海、渡部　尚

中学生
（12人）

笠間祐太朗、荒川　遊、伊藤　鴻
秋山裕斗、一重祐樹、小池祐太
高畑快人、小瀧泰斗、猪俣一貴
大竹礼人、須田航生、渡部寛太

候
補
選
手（
女
子
）

一　般
大学生
（2人）

猪俣美樹、新田あゆみ

高校生
（3人） 佐藤　茜、菊地潤美、山口涼香

中学生
（6人）

佐藤　優、湯浅　光、富樫聖怜奈
赤塚みな美、遠藤有理、栗村萌李

※各区間走者の最終決定は、11月16日（土）を予定しています

　今年もスポーツ推進委員等の
方々のご協力をいただきながら、
コーチ陣を中心に計画的なトレ
ーニングを積み重ねることがで
きました。本番を直前に控えた
現在、中学生から高校生へ、学
生から社会人へと経験を重ねて
成長した若手メンバーによる「チ
ーム力」を好成績につなげてい
きたいと作戦を立てています。

喜多方市チーム
監　督

塚原和憲さん

10月20日に開催されたいにしえ街道マラソン大会（会津坂下町）に
おいて

１１
月
１７
日（
日
）午
前
７
時
４０
分
号
砲

本
市
チ
ー
ム
の
ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
は
７

第
25
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま

駅
伝
）
は
11
月
17
日
、
白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
か

ら
福
島
県
庁
前
ま
で
の
16
区
間
、
95
・
１
㌔
の
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
、
53
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
市

チ
ー
ム
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問問

申申



生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！
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９
月
２８
日（
土
）、
県
営
あ
づ
ま
球
場
で

開
催
さ
れ
た
二
回
戦
で
は
棚
倉
町
と
対
戦

し
、
３
対
７
で
惜
し
く
も
敗
退
と
な
り
ま

し
た
。
本
市
チ
ー
ム
は
終
始
試
合
を
リ
ー

ド
さ
れ
る
苦
し
い
展
開
の
中
、
反
撃
を
見

せ
ま
し
た
が
、
今
一
歩
お
よ
び
ま
せ
ん
で

し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
に
対

し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

◆
試
合
結
果

○
１
回
戦
…
矢
祭
町
戦

２
対
１

○
２
回
戦
…
棚
倉
町
戦

３
対
７

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

７
月
の
チ
ー
ム
結
成
以
降
、
合
同
練
習

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
各
選
手
の

所
属
チ
ー
ム
で
の
試
合
等
が
重
な
り
、
全

体
練
習
が
不
足
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

今
大
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、
来
年
に
向

け
て
選
手
の
強
化
、
守
り
か
ら
の
攻
撃
の

野
球
、
選
手
の
長
所
を
十
分
に
生
か
せ
る

指
導
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
を
は
じ
め
、
野
球
協
会
、
選
手
・

コ
ー
チ
等
関
係
者
の
皆
様
に
は
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
温
か
く
応
援
し
て
い
た
だ
い

た
市
民
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

喜
多
方
市
チ
ー
ム
監
督

青
山

新
宮
熊
野
神
社
「
長
床
」
を
訪
ね
る
約

８
㌔
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

長
床
の
厳
か
な
た
た
ず
ま
い
や
、
黄
金

色
に
輝
く
大
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
も
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

◆
日
時

１１
月
１６
日（
土
）

○
受
け
付
け

午
前
９
時

○
開
会
式

午
前
１０
時

○
ス
タ
ー
ト

午
前
１０
時
３０
分

◆
コ
ー
ス

喜
多
方
駅
前
〜
新
宮
熊
野
神

社
〜
慶
徳
ふ
れ
あ
い
館（
約
８
㌔
）

○
受
付
・
開
会
式

喜
多
方
駅
前
広
場

○
ゴ
ー
ル

慶
徳
ふ
れ
あ
い
館

◆
参
加
料

事
前
申
し
込
み

○
大
人
５
０
０
円

○
中
学
生
以
下
３
０
０
円

※
当
日
申
し
込
み
の
場
合
は
２
０
０
円
増

し
に
な
り
ま
す

※
未
就
学
児
は
無
料

◆
参
加
資
格

健
康
で
完
歩
で
き
る
方

◆
申
込
方
法

次
の
必
要
事
項
を
記
載
し
、
往
復
ハ
ガ

キ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

①
郵
便
番
号
、
②
住
所
、
③
氏
名
、
④
年

齢
、
⑤
性
別
、
⑥
電
話
番
号（
①
〜
⑥
は

代
表
者
の
み
）、
⑦
参
加
人
数
、
⑧
交
通

手
段

３

秋
の
喜
多
方
２
０
１
３

長
床
ウ
ォ
ー
ク

福
島
県
軟
式
野
球

第
７
回
市
町
村
対対
抗
福援

の
御
礼

大
会
本
市
チ
ー
ム
応
援

◆
締
め
切
り

１１
月
１１
日（
月
）必
着

◆
そ
の
他

①
参
加
者
に
は
、
大
会
記
念
ピ
ン
バ
ッ
ジ

な
ど
を
贈
呈
し
ま
す
。

②
ゴ
ー
ル
会
場
に
て
、
豚
汁
の
ふ
る
ま
い

や
お
楽
し
み
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。

◆
申
込
先

○
郵
送
…
〒
９
６
６

－

０
０
８
６
喜
多
方

市
字
西
四
ツ
谷
３１
生
涯
学
習
課
「
長
床
ウ

ォ
ー
ク
係
」

○
Ｅ
メ
ー
ル nagatoko-w

@
city.kita

kata.fukushim
a.jp

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

問問

申申

問問
「成年男子の部門」準優勝

　9月28日・29日「第22回全国市町村交流レ
ガッタ阿賀大会」が、新潟県阿賀町で開催さ
れ、本市から6クルー37人が出場し、成年男
子の部で準優勝に輝きました。

≪成績≫

○成年男子の部「揚津分校」…準優勝
○壮年女子の部「さすけネガツタA」…準決
　勝敗退
○壮年男子の部「さゆりーず」…準決勝敗退
○熟年女子の部「さすけネガッタB」…第5位
○熟年男子の部「吹荻RC」…敗者復活敗退
○議会議員シニアの部「喜多方市議会」…
　第5位
高郷総合支所教育課

 　☎0241（44）2263

問 問
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本
市
と
美
作
市
サ
ッ
カ
ー
交
流
事
業
の

一
環
と
し
て
、
９
月
２９
日（
日
）、
あ
い
づ

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
、
な
で
し
こ
リ

ー
グ
公
式
戦
「
岡
山
湯
郷
ベ
ル
対
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｃ
神
戸
レ
オ
ネ
ッ
サ
戦
」
に
お
い
て
、
市

内
小
中
学
生
を
対
象
に
試
合
観
戦
応
援
者

を
募
集
し
、
岡
山
湯
郷
ベ
ル
チ
ー
ム
の
応

援
を
行
い
ま
し
た
。
本
事
業
に
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
チ
ー
ム
か
ら
贈
ら
れ
た

応
援
グ
ッ
ズ
を
手
に
大
き
な
声
援
を
送
り

ま
し
た
。

ま
た
、
前
日
に
は
、
押
切
川
公
園
ス
ポ

ー
ツ
広
場
で
練
習
を
行
っ
た
岡
山
湯
郷
ベ

ル
の
選
手
た
ち
と
記
念
撮
影
を
行
い
、
そ

の
後
、
練
習
を
見
学
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

サ
ッ
カ
ー

喜
多
方
市
・
美
作
市市
サ

交
流
事
業

平
成
26
年年

成
人
式

成

新
規
講
座

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
新ス作

り
」

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ーー
ス

受
講
生
募
集

１２
月
の
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
新
規
講
座

で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
お
し
ゃ
れ
に
飾
れ

る
リ
ー
ス
作
り
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

１２
月
１３
日（
金
）午
後
６
時
３０
分

〜
８
時
３０
分

◆
講
師

花
見
キ
ヨ
イ
先
生

◆
費
用

材
料
費
１
２
０
０
円

◆
対
象

１８
歳
以
上
３５
歳
ま
で
の
喜
多
方

市
在
住
の
方
、
も
し
く
は
通
勤
さ
れ
て
い

る
方
。

◆
定
員

１５
人

◆
申
し
込
み

１１
月
１３
日（
水
）よ
り
募
集

を
開
始
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎（
２２
）１
４
０
３

◆
日
時

平
成
２６
年
１
月
１２
日（
日
）

○
受
付
開
始
…
午
後
１
時

※
式
典
前
に
各
中
学
校
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真

の
ス
ラ
イ
ド
上
映
を
行
う
予
定
で
す
。

○
式
典
…
午
後
２
時（
１
時
間
程
度
）

◆
場
所

喜
多
方
プ
ラ
ザ

◆
該
当
者

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
の
方
。

◆
申
し
込
み

平
成
２５
年
１０
月
１
日
現
在

で
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
に
は
、
１１
月

上
旬
に
案
内
状（
往
復
ハ
ガ
キ
）を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
申
込
期
限
ま
で
に
返
信
用
ハ

ガ
キ
で
出
欠
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

就
労
・
就
学
な
ど
で
市
外
へ
住
民
票
を

移
さ
れ
た
方
に
は
案
内
状
が
届
き
ま
せ

ん
。式
へ
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
、

ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル（
〒
９
６
６

－

０
０
８
６
喜
多
方
市
字
西
四
ツ
谷
３１
、

Ｅ
メ
ー
ルk-seijin@

city.kitakata.fu
kushim

a.jp

）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
際
、
次
の
項
目
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

①
氏
名
②
性
別
③
生
年
月
日
④
現
住
所

⑤
出
身
地
の
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦
抱
負

や
感
想
な
ど
を
５０
字
以
内
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
成
人
式
冊
子
に
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
を
受
け
次
第
、
ハ
ガ

キ
で
式
の
ご
案
内
を
通
知
し
ま
す
。

申
し
込
み
か
ら
２
週
間
が
経
過
し
て
も

ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で

も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
締
め
切
り

１２
月
２
日（
月
）

※
締
め
切
り
を
過
ぎ
て
申
し
込
ん
だ
場

合
、
成
人
式
冊
子
中
の
「
新
成
人
名
簿
」

に
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
新
成
人
者
の
作
文
募
集

新
成
人
と
し

て
の
決
意
や
心
構
え
、
抱
負
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
た
作
文
を
募
集
し
ま
す
。
４
０
０

字
詰
め
原
稿
用
紙
４
枚
程
度
に
ま
と
め
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

優
秀
作
品
の
方
に
は
記
念
品
を
贈
り
、

成
人
式
の
式
典
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

問問

問問

申申

問問

申申

岡山湯郷ベルに声援を送る子どもたち

クリスマスリース

昨
年
の
成
人
席
の
様
子
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細
川

も
と
も
と
自
由
演
奏
会
は
、
全
国

か
ら
音
楽
が
好
き
な
人
が
集
ま
る
参
加
型

の
演
奏
会
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
て
、
私
は

高
校
生
の
時
に
参
加
し
ま
し
た
。
震
災
後
、

イ
ベ
ン
ト
が
自
粛
さ
れ
て
い
た
時
期
に
復
興

を
テ
ー
マ
に
し
た
自
由
演
奏
会
が
関
東
で
企

画
さ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
演
奏
し
に
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
全
国
か
ら
の
復
興
へ
の
思
い
を

知
り
、
福
島
で
こ
そ
開
催
し
た
い
と
思
っ
た

こ
と
が
、
ふ
く
し
ま
応
援
自
由
演
奏
会
の
誕

生
の
き
っ
か
け
で
す
。
演
奏
会
後
、
指
揮
者

の
先
生
に
相
談
し
、
会
津
で
の
開
催
が
実
現

し
ま
し
た
。（
短
期
間
で
の
開
催
が
実
現
し

た
の
も
）
全
国
の
自
由
演
奏
会
を
経
験
し
た

方
の
協
力
や
、
募
金
以
外
に
何
か
し
た
い
と

い
う
思
い
を
形
に
す
る
場
と
し
て
も
ら
え
た

こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
演

奏
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
復
興
へ
の
思
い

を
改
め
て
思
い
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
こ
か
ら
喜
多
方

を
行
き
来
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
﨑

喜
多
方
に
来
て
の
第
一
印
象
は
い
か

が
で
し
た
か
。

細
川

（
喜
多
方
の
方
は
）
す
ご
く
親
切
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
一
度
知
り
合
い
に
な
る

と
、
何
か
と
気
に
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
出
演
す
る
機
会
や
様
々
な

情
報
、
更
に
は
野
菜
ま
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
私
が
か
か
わ
っ
て
い
る
方
は
、
思

い
や
り
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
常
に
考
え
て

行
動
す
る
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
こ
と
を
や

ろ
う
と
し
て
い
る
方
が
多
い
の
で
、
刺
激
を

受
け
て
い
ま
す
。

山
﨑

音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
市
内
を

は
じ
め
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
ご
活
躍
で
す

が
、
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
。
ま
た
、
や
り
が
い
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

山
﨑

喜
多
方
に
来
た
き
っ
か
け
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

細
川

当
時
所
属
し
て
い
た
即
興
劇
団
で
２

０
０
５
年
に
喜
多
方
発
21
世
紀
シ
ア
タ
ー
を

訪
れ
た
の
が
最
初
で
す
。
そ
の
次
に
、
子
ど

も
劇
場
さ
ん
の
演
目
に
、
音
楽
関
係
で
か
か

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、
子
育
て
や
人
材
育
成
、
地

域
づ
く
り
な
ど
様
々
な
場
面
で
、き
ら
り
と
輝
く
人
や
団
体
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
回
目
の
今
回
は
、
市
内
を
は
じ
め
各
地
で
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、

音
楽
を
と
お
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
る
、
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
細
川
佳

那
枝
さ
ん
に
喜
多
方
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
山
﨑
信
子
会
長
が
聞
き
手
と
な

っ
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

※
き
ら
レ
ポ
と
は
…
「
き・
・ら
り
と
輝
く
方
々
を
レ・
・ポ
ー
ト
」
の
略
で
す
。

細
川

原
点
は
、
大
学
時
代
か
ら
所
属
し

て
い
た
「the

 C
R
A
Z
Y
 A
N
G
E
L
 C
O
M
P
A

N
Y

」
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
団
体
で
の
活

動
で
す
。
そ
こ
は
、「
い
か
に
お
客
様
を
楽

し
ま
せ
る
か
」
を
基
本
に
、
演
奏
や
ダ
ン
ス
、

演
技
な
ど
あ
ら
ゆ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ミ

ッ
ク
ス
し
た
ス
テ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
の
経
験
が
、
今
で
も
活
き
て
い
て
、

ど
の
よ
う
な
演
奏
の
仕
方
を
し
た
ら
一
番
伝

わ
る
か
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
を
常
に
考

え
て
い
ま
す
。

活
動
を
し
て
い
る
中
で
、
商
業
施
設
な
ど

で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
際
に
、
偶
然
通
り

か
か
っ
た
人
が
踊
っ
た
り
、
手
拍
子
を
し
た

り
と
一
緒
に
盛
り
上
が
る
空
間
を
み
ん
な
で

創
り
だ
せ
た
時
が
、
自
分
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
て
、
一
番
嬉
し
い

で
す
ね
。

ま
た
、
小
中
学
校
で
演
奏
す
る
機
会
が

あ
る
の
で
す
が
、
学
校
に
よ
っ
て
カ
ラ
ー
が

全
然
違
う
の
で
そ
れ
も
新
鮮
で
す
。
子
ど
も

は
す
ご
く
素
直
で
、
つ
ま
ら
な
い
か
楽
し
い

か
が
表
情
に
出
ま
す
し
、
す
ぐ
反
応
が
あ
る

の
で
、
演
奏
し
な
が
ら
そ
の
学
校
に
あ
っ
た

演
出
を
考
え
て
い
ま
す
。

山
﨑

現
在
復
興
支
援
と
し
て
、
自
由
演

奏
会
を
企
画
さ
れ
て
い
る
と
う
か
が
い
ま
し

た
。そ

の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

喜
多
方
に
来
た
き
っ
か
け
と
印
象

音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
の
活
動
と

や
り
が
い

震
災
後「
ふ
く
し
ま
応
援
自
由
演
奏
会
」

を
企
画

男女共同参画推進事例紹介  きらレポ － vol.1 －

喜多方での自由演奏会の様子

山﨑さん 細川さん
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細
川

妻
自
慢
大
会
が
あ
る
と
面
白
い
と

思
い
ま
す
。
夫
の
自
慢
内
容
で
家
庭
の
カ
ラ

ー
が
で
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
家
事

で
あ
っ
た
り
、
社
会
活
動
で
あ
っ
た
り
。
集

ま
っ
た
人
同
士
で
互
い
が
認
め
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
し
、
や
る
と
し
た
ら
、
ぜ
ひ

異
な
る
意
見
が
出
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
自
慢
ポ
イ
ン
ト
を
奥
様

も
見
れ
ば
、
自
分
自
身
を
振
り
返
る
機
会

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

山
﨑

そ
れ
は
面
白
い
提
案
で
す
ね
。
教
科

書
を
読
む
よ
り
も
、
反
省
材
料
や
進
歩
す

る
材
料
に
な
り
ま
す
し
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
推
進
の
た
め
に
も
効
果
が
み
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
企
画
し
た
い
も
の
で

す
。

山
﨑

こ
の
た
び
喜
多
方
市
男
女
共
同
参

画
審
議
会
は
、
市
の
施
策
に
対
し
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
幼
少
よ
り

男
女
共
同
参
画
意
識
が
育
ま
れ
る
よ
う
と

い
う
文
言
が
あ
り
ま
す
。
細
川
さ
ん
自
身
、

子
育
て
に
つ
い
て
は
ど
う
思
っ
て
い
ま
す
か
。

細
川

私
の
家
で
は
、（
お
互
い
）
日
に
よ
っ

て
働
い
て
い
る
時
間
が
違
う
の
で
、
家
事
に

明
確
な
分
担
は
な
く
、
お
互
い
で
き
る
時
に

で
き
る
方
が
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
性

別
に
よ
る
分
担
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
固
定

く
欠
席
し
て
し
ま
い
ま
す
。（
こ
う
し
た
状

況
を
み
る
と
）
ま
だ
ま
だ
家
事
は
女
性
任
せ

に
し
て
い
て
、
家
族
の
協
力
的
な
雰
囲
気
が

で
き
て
い
な
い
家
庭
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

細
川

相
手
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
気
持

ち
に
男
女
の
差
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
お
互
い
の
立
場
を
理
解
す
る
こ
と
や
活

動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
、
そ
れ
を
理

解
す
れ
ば
、
自
然
と
送
り
出
し
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
﨑

男
性
の
方
々
が
自
然
と
思
い
や
り

や
声
か
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
機
会
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

ち
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。

山
﨑

細
川
さ
ん
が
活
動
す
る
う
え
で
、
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

細
川

人
と
人
と
の
出
会
い
や
つ
な
が
り
は

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
一
度
か
か

わ
っ
た
人
と
の
ご
縁
を
大
切
に
、
ま
た
そ
の

ご
恩
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
常
日
頃

思
っ
て
い
ま
す
。

山
﨑

細
川
さ
ん
は
、
様
々
な
ま
ち
づ
く
り

に
か
か
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

細
川

や
は
り
話
し
合
い
の
場
に
は
、
女
性

が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
夫
婦
で
お
店

を
営
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は
男
性
が
出
て
く

る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

山
﨑

市
政
や
社
会
生
活
の
場
に
お
い
て

は
、
男
性
だ
け
で
な
く
女
性
の
感
覚
も
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
喜
多
方
は
女
性
議
員

の
進
出
が
少
な
く
、
残
念
と
思
い
ま
す
。
家

庭
の
中
で
、
そ
の
要
因
と
な
る
こ
と
が
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
女
性
自
身
が
遠

慮
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら

女
性
の
社
会
進
出
の
た
め
に

お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

子
育
て
や
夫
婦
に
つ
い
て

活
動
を
す
る
う
え
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

れ
ま
す
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

細
川

喜
多
方
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
地

域
で
も
そ
う
で
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。
学
校

で
は
男
女
の
差
な
く
女
性
も
活
躍
し
て
い
ま

す
。
私
が
以
前
勤
め
て
い
た
会
社
で
も
勤
務

条
件
は
ほ
と
ん
ど
男
女
平
等
だ
っ
た
の
で
、

社
会
自
体
は
だ
ん
だ
ん
改
正
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
家
庭
だ
と
少
し
変
わ
っ

て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
付

き
合
い
で
外
に
出
る
と
し
て
も
、
女
性
は
、

家
事
や
育
児
は
ど
う
す
る
の
か
と
言
わ
れ
そ

う
な
気
が
し
ま
す
。

山
﨑

私
自
身
、
交
通
安
全
母
の
会
の
会

議
を
開
催
す
る
際
は
仕
事
帰
り
の
時
間
を

設
定
し
、
会
議
も
手
短
に
進
め
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
一
旦
家
に
帰
っ
て
し
ま
う
と
、

食
事
の
準
備
や
後
片
付
け
で
出
席
が
難
し
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観
念
な
く
育
っ
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
な

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
一
般
の
家
庭
と
生
活

ス
タ
イ
ル
が
違
う
の
で
、
子
ど
も
が
他
の
家

庭
と
比
べ
た
時
に
、
自
分
の
家
庭
の
こ
と
を

前
向
き
に
き
ち
ん
と
説
明
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
近
く
に
両
親
も
い
る

の
で
、
二
人
で
育
て
る
と
い
う
よ
り
も
、
み

ん
な
で
協
力
し
て
育
て
る
環
境
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

山
﨑

良
い
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
男
女
共

同
参
画
の
実
現
の
た
め
に
も
、
子
ど
も
が
小

さ
い
時
か
ら
、
男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
と
育
て

る
の
で
は
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
育
て

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
も
視
点
を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と
強
く

思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
喜
多
方
市

の
男
女
共
同
参
画
の
実
態
を
よ
く
把
握
し
、

実
効
的
な
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
形
成

に
向
け
努
力
し
た
い
で
す
。

今
後
の
活
動
に
向
け
て

細
川

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
に
音
楽

を
通
し
て
お
会
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
を
い
た
だ
い
た
と
き
に
、
た

と
え
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
で
も
、

「
で
き
な
い
」
と
思
わ
ず
、「
こ
れ
は
チ
ャ
ン

ス
だ
」
と
思
う
姿
勢
で
い
き
た
い
で
す
。

実
際
、
で
き
る
と
楽
し
い
で
す
し
、
次
へ

の
自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

細
川
さ
ん
、
山
﨑
さ
ん
、
お
忙
し
い
中
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
お
話
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
な
た
の
身
近
に
、
様
々
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
企

画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

企
画
政
策
課
政
策
推
進
班

☎（
24
）５
２
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ（
25
）７
０
７
３

細
ほそかわ

川 佳
か な え

那枝さん
1981年生まれ

大分県出身の東京育ち。

2008年より喜多方に在住。

幼少より音楽に親しみ、現在は

数々のイベントへの出演をはじ

め、小学校の校歌やCMソング

等の作曲活動や喜多方シティエ

フエムのパーソナリティーを務

めるなど、幅広く活躍している。

◆
日
時

１１
月
３０
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
４
時

◆
場
所

喜
多
方
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル

【
第
１
部

実
践
報
告
】

学
校
・
家
庭
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
学
力
向
上
の
取
り
組
み
を
実
践
報
告

し
ま
す
。

【
第
２
部

基
調
講
演
】

○
演
題
…
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
で
子
ど
も
た
ち
の
学
力
を
上
げ
る
」

〜
全
国
学
力
調
査
・
秋
田
県
６
年
連
続
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
秘
密
〜

○
講
師
…
秋
田
大
学
教
育
学
部
文
化
学
部

教
授

阿
部
昇
氏

秋
田
県
内
の
小
中
学
校
を
数
多
く
訪
れ
、
教
育
現
場
と
そ
の
地
域
の
実
情
に

精
通
し
、
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
好
成
績
に
つ
い
て
独
自
の
観
点
で
分
析
を
行

っ
て
い
ま
す
。
好
成
績
の
陰
に
は
生
活
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
が
子
に
そ

の
習
慣
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
学
力
の
み
な
ら
ず
、
人
間
力
向
上
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

◆
こ
ん
な
生
活
習
慣
が
子
ど
も
の
学
力
を

伸
ば
す

◎
早
寝
早
起
き
な
ど
、
規
則
正
し
い
生

活
を
送
る

◎
朝
ご
は
ん
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る

◎
あ
い
さ
つ
を
き
ち
ん
と
す
る

◎
地
域
の
行
事
に
よ
く
参
加
す
る

◎
授
業
中
の
態
度
が
い
い

◎
塾
に
は
あ
ま
り
通
わ
な
い
が
、

家
庭
学
習
を
よ
く
す
る

◆
主
催

喜
多
方
市
教
育
委
員
会

※
入
場
無
料
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

学
校
教
育
課
☎（
２３
）２
１
１
３

学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携
推
進
事
業
講
演
会
開
催

「
と
も
に
考
え
よ
う

喜
多
方
っ
子
の
今
・
未
来
２
０
１
３
」

問問

昨
年
の
様
子

きたかた喜楽里博オープニングの細川さん

問問
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インフルエンザ予防接種のお知らせ
　今年度は次のとおり予防接種を実施します。詳細については実施医療機関に説明書（チラシ）がありま
すので、ご確認のうえ、直接予約してください。
　予防接種を実施する医療機関は、市のホームページで確認するか、下記の問い合わせ先まで直接お尋
ねください。

インフルエンザの予防接種は自ら接種を希望される方が受けるものです。
※0歳児への効果や妊婦への安全性は確立されていませんので、主治医へご相談のうえで接種をうけるかどうかご判断ください。

高齢者インフルエンザ予防接種
（定期予防接種）

対象者 本市に住民票がある方で次　
に該当する方
❶65歳以上の方（接種日当日65歳以
上の方）
❷60歳以上65歳未満で､心臓､じん
臓、呼吸器の重い障害、またはヒ
ト免疫不全ウイルスによる重い障
害による身体障害者手帳1級に相
当する方
接種（助成）回数 1回を限度　
（実施期間内に複数回の接種があっ
た場合、2回目は全額自己負担にな
りますのでご注意ください。）
自己負担額 　1000円　
実施場所

喜多方・会津若松・両沼郡医師会に
所属する協力医療機関

子どもインフルエンザ予防接種（任意予防接種）

　子育て支援として昨年度から中学3年生まで拡大して
います｡
助成対象者 本市に住民票がある次の方　
❶生後6か月～小学6年生相当年齢の方
❷中学1～3年生相当年齢の方 ❸妊婦の方
※希望される場合は、任意予防接種であることを認識
　したうえでの接種が前提となります｡
接種（助成）回数
❶生後6か月～小学6年生相当年齢までは2回を限度
❷中学1～3年生相当年齢の方と❸妊婦の方は
　1回を限度　自己負担額 1000円
実施場所 喜多方・両沼郡医師会協力医療機関、
および会津若松市内6医療機関（竹田綜合病院・中央病院・
いいづかファミリークリニック・わたなべクリニック・
扇町渡部小児アレルギー科医院・舟田クリニック産科婦
人科）
※実施場所の医療機関以外で受ける方は全額自己負担となりま
す（持病の治療でかかりつけているなどの特別の理由があり、市
の指定医療機関以外で接種する場合のみ、費用の一部払い戻し
ができますので、該当の方はお問い合わせください）。乳幼児や
妊婦の方は接種できない医療機関があります。予約の際に確認
してください。

実施期間

平成25年11月1日～26年1月31日
接種の方法 事前に医療機関に予約をしてく
ださい｡高齢者･子供インフルエンザ予防接種
医療機関に説明書と予診票があります。
医療機関に持参するもの

❶健康保険証
❷身体障害者手帳（高齢者で該当する方のみ）
❸自己負担額（免除に該当される方は､免除券
または生活保護受給証明書）
❹高齢者インフルエンザ予防接種カード
❺母子健康手帳（子ども・妊婦の方のみ）
接種費用の免除 免除を受けるには事前の手　
続きが必要です｡

免除の該当者　助成対象者の方で　　　　　
❶生活保護世帯　　　　　　　　　　　　　
❷市民税非課税世帯（世帯全員が非課税）
　に該当する方
申請手続き

❶生活保護世帯の方…本庁社会福祉課または最寄
りの総合支所住民課市民サービス班に申請して､
生活保護受給証明書の交付を受けてください｡
❷市民税非課税世帯の方…本庁保健課または各総
合支所住民課に印鑑･健康保険証をご持参のうえ
申請してください｡該当者に免除券を交付します｡
代理の方が申請される場合は､委任状が必要です｡
※25年1月2日以降に転入された方は､前住所地での非課税証
　明が必要です。
※接種後の申請は受け付けしませんのでご注意ください｡

保健課 健康班☎（24）5223　または各総合支所住民課市民サービス班問 問
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家
族
み
ん
な
で
健
康
に
!

〜
平
成
25
年
度
健
康
ポ
ス
タ
ー
・
睡
眠
に
ま
つ
わ
る
健
康
標
語
作
品
展
〜

　日ごろからの健康づくりに関心を持っていただけるよう、「健康ポスター・睡眠
にまつわる健康標語作品」を募集したところ、健康ポスターの部で322点（小学生
低学年の部116点、小学生高学年の部171点、一般の部（中学生）35点）、睡眠にま
つわる健康標語の部で73点の応募がありました。
　審査の結果、各部門の最優秀賞を受賞された皆さんに、作品の工夫点や家族で
している健康づくりなどについて聞いてみました。

健康ポスターの部（小学生低学年の部）

睡眠にまつわる健康標語の部

健康ポスターの部（小学生高学年の部）

健康ポスターの部（一般の部）

体力作りには、食事はとても大切なので、栄養バ
ランスのよい健康のための食事を一生懸命考え
ました。私は、健康のために毎朝散歩に行きます。

色々な野菜を見て、本物
の様に描くこと、本当の
人の様な暖かい手を描け
るように色づかいを工夫
しました。これからも、有
機農業を推進してほしい
です。

早ね早おきと十分なよい眠り
がとれていると、朝からとて
も元気いられるので標語に
しました。朝早くスッキリと
起きるために、早く寝ること
を心がけています。

健康のために、朝と夜に
ハミガキを忘れずにする
こと、好き嫌いをしない
で何でも食べることを気
を付けています。

田代　姫生 さん

　藤井　優大 さん

「ぼくの元気 早ね早おき
　　　　　　　　 よいねむり」

関本　愛花 さん

熊久保　粋 さん
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胸部検診を受けましょう
胸部検診で、肺がんの早期発見ができます！

◆
喜
多
方
市
民
の
「
肺
が
ん
」
の
現
状

喜
多
方
市
の
男
女
別
の
主
な
が
ん
死
亡

を
み
る
と
、「
肺
が
ん
」
は
男
性
で
２
位
、

女
性
で
４
位
と
な
っ
て
い
ま
す（
平
成
２２
年

度
）。
喜
多
方
市
民
は
肺
が
ん
で
亡
く
な
る

方
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

◆
見
つ
け
や
す
い
「
肺
が
ん
」

肺
野
部
の
が
ん
は
Ｘ
線
写
真
で
見
つ
け

や
す
い
が
ん
で
す
。
肺
野
部
と
は
、
気
管

支
の
末
梢
か
ら
肺
胞
の
あ
る
肺
の
奥
の
部

分
で
す
。

◆
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

市
で
実
施
し
て
い
る
胸
部
検
診
は
、
Ｘ

線
に
よ
る
胸
部
の
撮
影
で
す
。
撮
影
時
間

は
５
分
程
度
で
済
み
ま
す
。
胸
部
検
診
は
、

施
設
検
診
に
て
１１
月
末
ま
で
行
っ
て
い
ま

す
。
年
に
１
回
の
検
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

保
健
課
健
康
班
☎（
２４
）５
２
２
３

問問

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
も
終
わ
り
に
近
づ

い
て
い
ま
す
が
、
今
日
は
運
動
の
話
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
運
動
と
い
う
と
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
思

い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
の
で
は
と
思
い
ま

す
が
、実
は
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
筋
ト
レ
）

も
、
そ
れ
に
負
け
ず
劣
ら
ず
大
事
な
の
で

す
。人

間
の
体
力
は
２０
歳
前
後
で
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
そ
の
後
は
加
齢
と
と
も
に
少
し

ず
つ
衰
え
て
い
き
ま
す
。
２０
歳
時
の
体
力

は
、
４５
歳
で
は
３
分
の
２
に
、
６５
歳
で
は

約
半
分
ま
で
落
ち
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
中
高
年
以
降
は
筋
力
の
低
下
が
著

し
く
、
４０
代
か
ら
の
１０
年
間
で
、
筋
肉
の

量
は
約
１０
㌫
、
筋
力
は
約
２０
㌫
も
落
ち

て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
筋
ト
レ
の
冬

こ
の
筋
力
の
衰
え
は
、
中
高
年
以
降
の

足
腰
の
痛
み
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
体
の
関
節
は
、
そ
の
周
り
の
い

く
つ
も
の
筋
肉
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
少
の
衝
撃
が
膝
や
腰
に
加
わ
っ
て
も
、

太
も
も
や
お
腹
の
筋
肉
が
そ
の
衝
撃
を

吸
収
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
膝

や
腰
は
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し

中
高
年
以
降
に
筋
肉
が
少
な
く
な
る
と
、

関
節
に
加
わ
る
衝
撃
を
吸
収
し
き
れ
な

く
な
り
、
膝
や
腰
に
大
き
な
負
担
が
か
か

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
中
高
年
に

膝
や
腰
の
痛
み
が
増
え
て
く
る
原
因
の
一

つ
で
す
。
ま
た
筋
力
低
下
は
、
骨
粗
鬆
症

や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
起
こ

す
要
因
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

雪
の
多
い
喜
多
方
で
は
、
冬
に
は
屋
外

で
定
期
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
こ
と

は
難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
冬
の
間
の

運
動
と
し
て
お
勧
め
な
の
が
、
室
内
で
で

き
る
簡
単
な
筋
ト
レ
で
す
。
１
週
間
に
２

〜
３
回
程
度
、
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
た

全
身
の
筋
ト
レ（
腕
立
て
伏
せ
、
腹
筋
、

ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
）を
行
っ

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
足
腰
の
痛
み

や
筋
力
の
低
下
を
予
防
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
暗
く
て
寒
い
冬
の
日
も
、
い
つ
も
よ

り
晴
々
と
し
た
気
分
で
過
ご
せ
る
か
も
し

れ
な
い
で
す
よ
。

喜多方市 地域・家庭医療センター

「ほっと☆きらり」

センター長　武田　仁




